
歴史点描５０     網干町長 山内武平の碑 

 

網干区浜田龍門寺の墓地にひっそりと、しかし堂々とそびえ立つこの石碑は、５代目網干町長山内武平

の碑である。『網干町史』の人物紹介によると、山内武平は、天保 13年 8月 8日に太田村原（現揖保郡太

子町）で生まれている。明治 15年まで小学校教員を務めたのち、明治 22年網干町会議員、明治 26年助

役、明治 31年に町長に就任し 4年在職している。明治 42年には兵庫県知事表彰を受け、大正 7年 8月 5

日 77歳の生涯を閉じた。また『人事興信録第 4版（大正 4年 1月情報）』には、職業として、株式会社網

干銀行頭取、西播石炭株式会社、兵庫県水産株式会社各取締役とあり、網干町の発展に大きく寄与した人

物であることがうかがえる。碑文は、以下の通りである。（一部新字使用） 
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この石碑は、山内武平が大正 7 年 8 月に逝去して間もなくの同

年 11月に養嗣子の山内佐太郎が建立している。山内佐太郎は、全

国各地の学校で教育者として名を馳せており、大正 5 年にはアメ

リカの教育視察、その後網干町立実業補習学校長を務めたのち、

明石市に要請され明石中学校校長（現在の兵庫県立明石高等学校）

となり、今でもその教育理念が受け継がれている。また明石を「子

午線の町」にしたことでも有名な人物である。そんな山内佐太郎

の、養父山内武平の功績を後世に伝えようとした熱い思いが、こ

の大きな石碑に込められているのだ。この石碑と背中合わせに、

山内家の総墓が建立されており、現在も子孫の方が大切に守って

おられる。 

網干歴史講座会員 御津町 植田 実加子 


